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A CASE OF LIPOMA OF THE SPERMATIC CORD
Naoki KURA, Yukio KAGEYAMA, Takumi YAMADA 
 and Takeharu NEGISHI 
  From the Department of Urology, Kasukabe City Hospital
   A rare case of lipoma of the spermatic cord is reported. A 53-year-old man was admitted with 
painless mass in the left scrotum during the preceding one year. Since an elastic soft, tenderless, 
smooth surface, fist-sized and low echoic solid pattern mass in the left scrotum was suspected of 
tumor of the spermatic cord, resection of the mass with left orchiectomy was performed. His-
tological finding showed lipoma of the spermatic cord. 
   Including the present case, 61 cases of intrascrotal lipoma in the Japanese literature are 
reviewed. 
                                                      (Acta Urol. 35: 1629-1631, 1989) 
























整,胸 腹 部 理 学 所 見 異 常 な し.左 鼠 径 部下 方 よ り陰 嚢
に か け て の皮 膚 は 膨 隆 して い るが,皮 膚 表 面 に 発赤,
熱 感,潰 瘍 な ど は 認め な か った.陰 嚢 内 部 に は 手 挙
大,表 面 平 滑 で 自発 痛 圧 痛 な く,弾 性 軟 で 可動 性 のあ
る腫 瘤 を触 れ,腹 圧 に よる 変 化は み られ な か った.透
光 性 は な く,睾 丸 ・副 睾 丸,精 索 と腫 瘤 との 区 別 は触
診 上 困 難 で あ った.右 陰 嚢 内 容 に は異 常 な く,両 側 共
鼠 径 リンパ節 は 触 知 しなか った.
検 査 成績:血 液 所 見,赤 血 球555×104/mm3,白血
球5,600fmm3,Hbl7.29/d[,Ht.52.0%,血小板
27.o×10`/mm3,血液 像,St5%o,Seg45%,Eo1%,






(一),潜血(一),沈 溢(一),心 電 図 ・胸部Xpに
異常 所 見 な し.
超 音 波 検査=左 陰 嚢 内に 長 円形 でIOwechoic,周
囲 や やhighechoicなsolidpatternの腫 瘤 が 認 め
られ,液 体 貯 留 像 や 腸 管 ガ ス像 は認 め なか った.ま た
睾丸 ・副 睾 丸 は 明確 に描 出 しえ なか った(Fig.1).
以 上 よ り精 索 腫 瘍 が 疑 わ れ た た め,1988年3月3H
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が あ り,ま た 全 体 は や や 軟 か く分 葉 状 を 呈 し精 索 血 管
よ りの 分 枝 で 栄 養 され て い た.精 管 は 一 部精 索血 管 よ
り分 離 して 腫瘍 表 面 を迂 回 す る よ うに 走行 して いた 。
割 面 は黄 色 等質 性 で 光 沢 が あ った(Fig.2).
摘 出標 本 の組 織 学 的 所 見=組 織 学 的 に はthincon-
nectivetissueでencaPsulationされ か つ10bula.
tionされ た 成 熟 したfatcel1の増 殖 が認 め ら れ ,
vascularityは比 較的 高 く,lipomaの 所 見 であ った
(Fig.3).また 睾 丸 はhyalinizationを示 す 精 細 管 を
伴 いhypospermatogenesisの像 で あ った.副 睾 丸 に
は 異 常 は み られ な か った.


































蔵,ほ か:脂 肪腫 ・精索
睾丸炎,精 索水腫,ヘ ルニアなどが報告されている.


























本稿 の要 旨は,第456回日本泌尿器科学会東京地方会 にお
いて発表 した.
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